
およびはるか沖合で観察されたものは含まれ７０

ていない．

八丈島で1984年４月から1986年３月までの６０

２年間に観察された鳥類は,16目35科141種で

あった．１年間を24等分し，この141種の鳥類５０

がいつ観察されたか，また，どの程度の頻度
４０

で観察されたかを表わしたのが表１である．

観察された種類は141種にものぼるが,観察頻３０
度が比較的高い鳥類は，日常観察できる13種

（コジュケイ・キジ・カラスパト・キジバト。２０

ヒヨドリ・モズ・イソヒヨドリ・トラツグミ・

アカコッコ・ウグイス・メジロ・ホオジロ。’０

スズメ）および個体数が多く，比較的長期間

観察される６種（ウミウ・アマサギ・ムナグ０

Strix5：７４－７９（1986）

八丈島の鳥類２年間の記録

（1984年４月～1986年３月）

高木真一・伊藤正道・高木由美子・伊藤薫

八丈島の鳥類に関しては，樋口が1970～1973年に繁殖陸烏の調査を，また，1978～1981

年にイタチの放獣に関連した調査を行っているのが最近の記録である．これらはいずれも

年間を通して観察したものではない．年間を通しての記録は，実に1920年代(籾山)にさか

のぼる．筆者らは，1984年４月から２年間八丈島に住む機会を得た．そこで，その二年間

の観察記録を発表する．

八丈島は東京から南に291kmの海上に位置する面種約681ｍの火山島である.八丈富士(854

ｍ)と三原山(700ｍ)の２つの火山が結び付いて，ひょうたん形をしている．気候は，黒潮

の影響を受けて温暖多雨である．植生は，スダジイ・タブノキ・ヤブニッケイ等の照葉樹

を中心に，オオバヤシャブシ・エゴノキ・オオパイボタ等の落葉広葉樹が混じっている．

調査期間は1984年４月から1986年３月までの２年間である．この記録は日常生活の中で

観察したものと，週に１～２回程度島内を観察して回ったものをまとめたものである．な

お，この記録には，海上で保護されたもの，檀

＃
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Ｉ
輯疋ﾌWここｑしもＪＵ’1型墓１‐〃＝‐ノ‐ノ▼・ノヘ－番ペノ／ ４５６７８９１０１１１２１２３

Ｅ，Ｌ･ビ．Ｌ、Ｅ、Ｌ、Ｅ，Ｌ，Ｅ、Ｌ、Ｅ，Ｌ、Ｅ，Ｌ、E、Ｌ･ビ．Ｌ、Ｅ、Ｌ･ＥＬ．Ｅ，Ｌ・

ロ・ウミネコ・ホトトギス・イイジ宮マムシク
図１．月別観察鳥類の変化．

イ）である．また，１回に観察される数は少
Fig.1．Numberofspeciesobservedineach

ないが，観察頻度の高いものが14種（ゴイサmonth、

ギ・クロサギ・トビ・キアシシギ・イソシギ・ヤマシギ・アマツバメ・ツバメ・キセキレイ。

1986年９月20日受理

〒108港区白金2-4-3-223高木真一

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／
“

／
／
／
／
・

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／
／
／

ノ

燕
〆
／
／
／
・

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／
“

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／
／

／
／
／
／

〆
／
／
／
ノ

／
／
／
／
”

／
／
／
／
錫



表1．八丈島で記録された鳥類と月別出現状況(1984.4～1986.3)．

－は1～9羽,＋は10羽以上の記録を示す．

Table１.ListofthebirdsrecordedinHachijojimaIsland（1984.4～1986.3)．－：１～９birds,＋：more

thanlObirds．
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jVb． 種名
動

月別出現状況

４５６７８９１０１１１２１２３

Ｅ・ＬＥ.Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ,Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ,Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ・ＬＥ.Ｌ､Ｅ､Ｌ、

１
２
３
４
５
６
７
８
９

０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３

カイツブリＰｂ”ゆｓ”7℃ひ"fｓ

ミミカイツブリＰ．”ガ“

カンムリカイツブリＰ．ｃ応〃/妬

オオミズナギドリ
αん"ecf7fs”“"gﾑａｓ

ウミウＦｿhzz””cOmxβ肱確"Ｉｏｓｚ４ｓ

ヒメウＰ、pejhZg北74ｓ

ヨシゴイＺｍ６がC伽USS伽〃sjS

ゴイサギｊＷｃｉ加極〃ycj"ｍｘ

ササゴイＢ脚如流tねｓｓｊ猫jtzj蛎

アカガシラサギＡ'㎡”〃６α“A妬

アマサギａｚ”ﾉ“ｓｉ６ｊＳ

ダイサギ亀だ”α必ａ

チュウサギＥ，加陀””わ

コサギＥ，gzz泡α他

クロサギＥ・”c”

アオサギＡ流左Ｚｚｃ伽g”

ヒシクイＡ〃s”ﾉh6aﾉjＳ

コハクチョウＱ麿刀焔“/"腕6ね"焔

オシドリＡな“ん浦℃1Wわ”

マガモＡ"“’わり戒”c〃0ｓ

カルガモＡ・'０”ん?jhy"cﾙα

コガモＡ・cllgaYz

オカヨシガモＡ，ｓｊ”e”

ヒドリガモＡ，ｐ”eﾉ”ｅ

オナガガモＡ・acw”

シマアジＡ，”9町"g血地

ハシビロガモＡ､ｃ卯”〃

ホシハジロＡｙ"h〕極允ガ”

キンクロハジロＡ,〃/ig冴地

スズ ガ モＡ・加

クロガモノMｾﾙz""〃加噌、

ピロードキンクロ〃・ノi４ｓａｚ

ホオジロガモＢ〃c""〃CAZ"9Ｗ〃

ウミアイサノMを廼鄭ｓｓｅγ７ｔz/0γ

一十十十十十十十十十十
一一一一

一一－－一一－－一一一一一一

十一 十 十 十 一 十 十 一

一 一一一一一一一ー

一一一一－－一一一一－－－－一一

十一一一

一十一一一
一

一一十
一



7６

ﾉVひ．
種名
動

月別出現状況

４５６７８９１０１１１２１２３

E､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ・ＬＥ.Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ,Ｌ､Ｅ,Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ、

５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７

ミサゴ”"戒o卸加ﾉｍｅ"妬

●

トビノＷＵｚ拓加噌旋z"ｓ

ノスリＢｾｨﾉｅｏ６””

サシバBWAzs加γ加｡允蛎

ハヤブサＲｚﾉcope沌誓減れ"ｓ

チョウケンボウＦ・〃”""cwﾉz⑬

コジュケイＢｔｚ瓶6““Ａｚノルomc”

キジｐｈａｓｍ”鱈ＣＯ化Aね鱈

バンＧ切"伽"〃cjl〃ﾉ”噸

ツルクイナＱｚ"妙翫α"〃”
ｅ

コチドリＣＡａｍＣかii“ぬめ“

シロチドリＣ、α/E、刀｡流加応

メダイチドリＣ・加o"gひ“

ムナグロ〃""わ"ｓｄｂ腕”“

ダイゼンＰ・ｓ９””ｍＡｚ

タケリレヒz"eﾉﾙ⑬ｚﾉα"g"”

キョウジョシギＡ”"α”加花ゆ砥

トウネンＱｚﾉit2b7S汽施0"Hｓ

ヒバリシギＣ加加""ﾉﾙZ

ハマシギＣ､α肋加α

ミユビシギＣ”caAjtzaﾉ6ａ

アオアシシギ７１両i"gzz〃e加血"

クサシギエocﾉ1,1噸

タカブシギＴ、ｇﾉﾋz花0敗

キアシシギＴ、６花”ｇｓ

イソシギＴ・”oん"のｓ

チュウシャクシギ

』Ｗ柳e〃jh4sp"e”r鱈

ヤマシギＳｔ０”αｘ恋！"ん

タシギＱｚﾉ伽αgひgzz"伽αgひ

ツバメチドリＧ〃だo肱加α姉”〃柳

ユリカモメＬα灯心万ﾋｆ必”成婚

セグロカモメＬ、α》gEj2舷伽ｓ

オオセグロカモメＬ・ＳＣＡ応Iisagzfs

シロカモメＬ・ノixpe坊0だ『鮒

カモメＬ・“"脚ｓ

ウミネコＬ・c7tzssかりs/猫

ズグロカモメＬ、ｓα""咋冷ｉ

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋十十十＋十十＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

十一一一十十十十十十十十十一一十十

十 一一 一

＋

＋

十十十十十十一一一一十十十十十十十十十
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jVb．
種名
Sｐ

月別出現状況

４ ５６７８９１０１１１２１２３

E､Ｌ､Ｅ・ＬＥ.Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ,Ｌ,Ｅ,ＬＥＬ.Ｅ､Ｌ・ＥＬ.Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ,Ｅ､Ｌ，

２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９

７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
８
８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
100

101

102

103

104

105

106

107

108

ミツユビカモメＬａｍｓﾉﾉｩjtjtzc6'〃ｓ

アジサシＳ陀加ａｈｉ河伽dｂ

カラスバトＣｂﾉz""6α血押ﾉﾙ"ａ

キジバトＳｊ””eﾉ〃０旗"〃ﾉ応

アオバトＳｉｐ〃e""ｍｓｓ海60〃〃

カッコウαc"/噸αz"oγ7@ｓ

ホトトギスＣ・'0ﾉｍｃ"加ﾉ"ｓ

コミミズクＡｓ勿勉加加α鱈

アオバズク』Ｗ"ｏｘｓａｨ〃わ〃

ハリオアマッバメＣ〃αα"”αz"”αｲ〃

アマツバメＡ”ｓｐａｃ”J鱈

ヤマショウビンHtzkyO〃〆”/ａ

カワセミＡ姓伽α"A応

アリスイノIwmxIO河""〃

ツバメ厩〃"ｄｂｍｓ/”

イワツバメ、eﾉ施加〃〃池”

シメナガセキレイノＭｂｍｃ"血/7tz”

キセキレイ〃．Ｃｆ"”〃

ハクセキレイ〃．α必ａ

セグロセキレイ〃．ｇ”"d応

ピンズイＡ"ﾉﾙ砿A0“0噸

タヒバリＡ・妙加ｏ〃雌

サンショウクイ
彫成””〃ｓｄｉ”減brz畑ｓ

ヒヨドリＨ)lpsゆe彫ｓα碗α『"りfjS

モズ“"伽ｓ６"c"Aαﾉ"ｓ

ヒレンジャクＢＷ"妙c"Ａ２”0"”

ミソサザイ７１mgﾉodWes／ｍｇＩｏｑＭｃｓ

カヤクグリＰｼw"E/血施《6ｊｔ血

コマドリａﾉﾙαα心《WbzzA鞍

ノゴマＥ“ﾉ肋ｐＥ

ルリピタキ71,s鞍γＧｙα"""ｲｓ

ジョウビタキEA0e"ｉα"ＷＳα"””“

ノビタキＳｍ『たＯＡｚノ0〃"ａｆａ

イソヒヨドリノＭｂ"雄0〃ｓｏ"如油“

トラツグミｎ忽噸ｄ、""ａ

アカコッコＴ・“Azg"０，ｓ

シロハラ丁．，α"”I心

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

十十＋十十＋＋＋＋＋＋＋＋＋十十十十十十＋＋＋＋

十十÷＋＋＋一

＋

一 十十一十十十十

十 十 十 一 一 一 十 十 十 十 一 一 十

十一一一十

一十十一一一一一一一十一一一

一十十十十一一一一一

＋＋＋＋＋＋＋＋十十十十＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

十十＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

一十一

＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋



ハクセキレイ・タヒバリ・ツグミ・シジュウカラ・カワラヒワ）である．残りの108種は，

少数が短期間滞在するだけの種となる．

観察された141種の鳥類の月別観察数の変動を表わしたのが図１である.春と秋にピーク

があり，１１月上旬には最高の62種が観察されている．それに対して夏は観察数が減少し７
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ｊＶｂ．
種名
印

月別出現状況

４５６７８９１０１１１２１２３

ＥＬ.Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ・ＥＬ.Ｅ､Ｌ､Ｅ､Ｌ､Ｅ,Ｌ､Ｅ､Ｌ、

109

110

111

112

113

1１４

５
６
７

１
１
１

１
１
１

118

９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

マミチャジナイＴ、０６s“河ｲｓ

ツグミ丁．〃α2”””

ウグイスα"わ。i汐加"ｅ

イイジマムシクイ没伽yﾉんscOp2婚坂加α９

キタビキＦ池血Ａｚ〃α'℃応s航ａ

サメピタキノM"scjazゆａｓ必jガ“

エゾビタキ〃．ｇ応ejsj北ね
●

ヤマガラＲzγＷＳ”刀JUs
の

シジュウカラＰ・腕の”

メジロZbs彫mps”””

シラガホオジロＥ"Z6e椛α陀"ＣＯＣ""Aｒ

ホオジロＥ・ｃｉｍｔ九ｓ

ホオアカＥ・ん“”

カシラダカＥ・》ＷＳ"“

ﾐﾔﾏﾎｵジﾛE､g姥江"s

シマアオジＥ、“だoAz

ズグロチャキンチョウ

Ｅ・加g血"0c"Azzjfz

アオジＥ，SpOdbc"加此Ｚ

クロジＥ・”γjtz6"iｓ

オオジュリンＥ、scjiOe"たA“

ツメナガホオジｐＱｚﾉ“減ｆｓＡｚ””jｍｓ

アトリ砺廼"〃耐o"/術"g"Zａ

カワラヒワＱ、力蛇姑ｓ伽jｔＹｚ

マヒワＣ，Spi"焔

ハギマシコＬα"0s沈陀α証0ａ

イスカＬＣＸね“”かりｓｉ”

ウソＢﾉｧｧﾒI"Az”鋤"〃

コイカルEbpAo”抑ig”ﾉ0"

イカルＥ・ｐｅ芯o”〃

:〆 メＣｂａＷＡｍ妬fes“ｃｍｆＡ”』鱈/eｓ

スズメRzss”腕o"如加ｉｓ

●

ムクドリＳ""”ｆｓα"e、“Jds

ハシブトガラスＣｂ”"ｓ腕α"り戒”cAos

一一一一十十十一十一一

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十

＋＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋十

一一十十一

－＋＋一

一 一 一 一 一 一 十 十 十 十

＋ ＋ ＋ ＋

一十

一十十一一

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

－＋－－＋＋



7９

月下旬には最低の19種が観察されただけである．

八丈島の烏の生息密度は，三宅島より低い(樋口ら1981)．これは，植生の違い，開発

の度合，イタチ放獣等様々な要因が関係していると考えられる．しかし，それにもかかわ

らず，２年間で観察された烏の種類が141種というのは決して少なくはない．これは鳥に対

して八丈島が果たす役割と大いに関係がある．八丈島で観察される鳥類の種類は春と秋，

特に秋に多い．すなわち八丈島が，これらの鳥類の渡りの中継点になっていると考えられ

る．しかし，観察鳥類の個体数がきわめて少ないところから，渡りのメインルートではな

く，サブルートもしくは迷行個体・衰弱個体の避難所と推測される．

迷行個体としては，ヤマショウビン・ズグロチャキンチョウ・ツルクイナ・アカガシラ

サギ・シラガホオジロ・ツメナガホオジロ等が挙げられる．ただし，これらの鳥類の中で

ヤマショウビン以外の５種は1920年代にも八丈島で観察されている．このことは，これら

の鳥類が八丈島に比較的よく出現する事を示唆しているのかもしれない．また，２年間と

いう短い観察期間でははっきりとは言えないが，他の地区では通常よく見られる烏が八丈

島では迷烏である可能性もある．衰弱個体としては，冬季陸に上っていた海ガモ（ビロー

ドキンクロ・ホオジロガモ・スズガモ・クロガモ)，保護され死亡したコミミズク・アマサ

ギ・ゴイサギ・ツルクイナ等が挙げられる．

八丈島で２年間烏を観察して，この島が大変未知の可能性を秘めた島であると感じた．

今迄観察記録の少ない島であったが，今後数多くの人がこの島を訪れ，観察記録を残して

くれることを期待する．なお，今回の報告に際し，筆者らと共に観察を行った福田澄雄，

荻原世津女，茂手木清，茂手木晴美の各氏ならびに貴重な情報を提供してくださった西方

幸子，松崎修の各氏に感謝の意を表します．

籾山徳太郎．

樋口広芳．
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BirdsoftheHachijojimalslandobservedduringTwoYears

ShinichiTakagi,Masamichiltoh，

YumikoTakagi,Kaorultoh

BirdswereobservedonHachijojimaIsland,oneofthesevenislandsoflzufromApril

l984toMarchl986､Thebirdscouldbeclassifiedintol6orders,３５familiesandl41species・

Thirtythreespecieswereobservedwithgreaterfrequencythantheotherswhichstayedon

theislandonlyforashorttime・Ｔｈenumberofspeciesobservedwaslargerinspringandfall，

particularyinfall．
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